
 
今年の夏はとても蒸し暑く 

突然の豪雨など気候変動が激しい毎日でした 
地球も 46 億歳 

昔から大事にしてきた自然との共存を考え 

どうしたら年をとった地球と仲良くできるか 

食（消費）と農（生産）を通じて 

自分たちができる事を考えていきましょう 

 

毎日、口にする食べ物が私たちのところに届くまでには、生産・加工・流通など

様々な過程があり、それらはたくさんの人の手によって支えられています 

豆腐を例に考えてみましょう。昔は必ずと言っていいほど地域に 1軒はお豆腐屋さ

んがありました。お豆腐屋さんから直接買うと運搬費が節約できます 

問題なのが、日本で作っている大豆の自給率は全体で 6％、食品用では約 20％です 

大豆に限らず日本は輸入大国 

豆腐の例  輸入大豆はほとんどが食用油や家畜の餌  

  大豆を作る農家さん➡豆腐屋さん/豆腐にする食品工場➡スーパー➡消費者 

 

消費者 

 

               

食料自給率とは国内で消費者された食料のうち、国内で生産されたものの割合 

日本は、自給率が 38％、残りの 62%は海外からの輸入で食料を賄っています 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

買い物をする時は 

食品表示をよく見て 

買いましょう 

遺伝子組み換え食品は 

農薬や化学肥料を使用     

加工品は食品添加物も多い 

 

 

 

 

 

           いて         をする     する    する          
 てい い           る            を し  て  し        はよ
    農薬を使用し   よ    や         を  す

                             
                            

                             

                   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     
          

                                     
                                    

         

                                    
                                    
                                    
                                   

                

                   

             
                

               

                      

          

                     

                     

                 

          
         

          

                

      

               

      

                     

                              

                       

                             
              

                               
        

              

             

              

          

              

        

             

           

          

            

               

              

               

           

          

                     

                   



                     

和光市南 1丁目 

 （朝霞宮戸にもあります）                     

 

和光市南の越後山公園近くの住宅街に 

お花やお野菜が季節ごとに 

綺麗に育っている畑があります 

可愛らしい看板にポタジェ（フランス語で家庭菜園） 

管理運営者は（株）平成まちづくり研究所さん 

4 年前に、「地域の喜ばれる農地」って何だろうと 

議論を重ね、今の形態になりました 

近所にお住まいの方を中心に有料で会員になって 

頂き畑で好きな時に収穫などを楽しんでいただけるシステムです 

会員との連絡はラインを利用し、収穫情報や草抜きなどのお願いをしています 

現在、２７世帯が利用されているそうです。  有機、無農薬栽培畑 

初心者にとっては、ハードルが高い農作業。このシステムはお試しでいいですね。

畑を 畑を存続させるシステムはうれしい限りです      

それにまちが緑と花でいっぱいになるのはステキです❣ 平和の象徴です❣ 

和光市の農家さんも年   している
 和 年  ２  （   こう り）
農家さんの高  や後 者  などで年   している

                             

      

                          

                      

                  

               

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

      

                     

        

              

                          

                     
            

                   

                     
                     
                     
              

        

                     
                     
                     
                    
                 

           



3 月に訪問しました。気さくなご主人様と 

パパっと何でもこなす奥様。本当に仲良しのご夫婦で 

お野菜にもその味がでているようです 

奥様に美味しい手作りのおやつを食べさせてもらいました 

白子も本当に広く、白子 3丁目のスーパーベルクさんの 

近くにある大きな畑でした 

（ベルクさんでもお野菜販売しているそうです） 

Q＆Aでご紹介いたします❣ 

Qどういう思いでお野菜を作っていますか？ 

A．自分でおいしいと思う野菜作りをしていま

す。結果、有機栽培や減農薬野菜になっている。

丹精込めて野菜作りはしているが、おいしさも

野菜も生きもの、天候に左右されるし時期によ

ってはおいしさも違う。野菜の旬も栽培の方法

などで変化している。年中食べられるものの時

代。自分自身の農園の置かれている条件を鑑み

て野菜作りをしています。 

Qお野菜の栄養価は、慣行栽培でも変わらないと

聞いていますが、スーパーで一般の野菜を購入

するとおいしさが違うと思うのですが、 

A.オーガニックの認証とかついていると安心感で

おいしいと脳が感じるのではないでしょうか、慣行

栽培のお野菜もちゃんと選べばおいしいものもあ

りますよ。 

 

Qおいしいお野菜の選び方がよくわかりません。

見た目はきれいでも、美味しくないものもたくさ

んあります。子どもが食べてくれない野菜はおい

しくないと思う 

A.選び方を学ぶことも大事ですね。トマトはおし

りのところにスターマークがついていて、持つと

質感が違う 

Q.どうやったら新鮮でおいしい野菜に出会えるの

か？ 

A. 農家さんと繋がる。自然食品のお店などで野菜

を選ぶ。野菜の見る目を養う 

 

清水農園さんではお野菜の宅配もしています 

ＳＮＳなどで発信していますので検索してみて 

 

営業日 木 金 土 日 営業時間 １５時～22 時（２１時 30 分ラストオーダー）現金のみ取扱 

20 代のシェフとパテシェ、素材にこだわり自分たちが食して美味しいと思うものしかださない 

各地で修行して地元和光市に 

お店を 4月にオープンしたばかりです 

営業時間が 15 時から、スィーツと珈琲、 

夕方からはお任せメニューの創作料理 心を込めて作ったお料理を 

食べて元気になって帰ってほしい❣とかぶ好きなオーナーのお話でした 



                             
     

                           

                             
         

                             
        

              
              
        

              

              
                                    

    

                             
     

                            

           

                             

           

                             
     


